
生活環境係

地球温暖化等の啓発パネルや自然エネルギーの仕組みを利用した発電機器を展示します。
また、環境に優しいオリジナルのエコバックづくり（無料）のコーナーも設置しますので、
ぜひお立ち寄りください。

※エコバックづくりは数に限りがございますので、なくなり次第終了と
　させていただきます。

概 要

立科温泉　たてしなの里　権現の湯
※「エコたて環境ブース」のみの入場の場合、入館料は必要ありません。

場 所

11月21日(火)～12月20日(水)
開館時間：午前10時～午後９時30分
※休館日を除く。

日 程

権現の湯に
「エコたて環境ブース」を設置します
権現の湯に

「エコたて環境ブース」を設置します

【お問合せ】建設環境課 生活環境係　電話88－8411

教育委員会指導主事だより

なんだか　うれしい

学び人　行き交う町　たてしな
シリーズ 共に学びましょう No42

相談時間等 月・水・金曜日
●立科小学校／午前９時〜午前11時30分
　電話 56－3131（呼）・ 有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56－1076（呼）・ 有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時50分〜午後１時40分
　電話 56－0303（直通）・有線 8888（直通）
　　　　　　　　　（担当　指導主事　中島一彦）

大事なことを探す場としての学校
長野県内他郡市の中学校一年生　道徳の授業でのことでした。学ぶ資料の内容は

子どもたちから意見が出されます。
〇主人公のように「注意をする」ことはすごいけれど、行動となるとしない
〇�正しいことを普通に言うのは良い事だけれど、言い返されたり、もめごとに巻き込
まれたりするのは迷惑、言わない。
〇良いと分かっているけれど、周りの目が気になる。行動しようとは思わない。
　そんな発言が続く中、Y君が手を上げました。

実感のこもった思いがあふれるような声でした。共に学ぶ仲間たちから、出されていく「周りの目が気になる」�
「巻き込まれたくない」「迷惑」等に頷くように聴き入っていたY君。そして手を挙げ発言を求めたのです。
「言い返されてしまうという問題なんだけれど・・・」と前置きして語り出します�。
「同じ気持ちの人がたくさんいれば、一人にならないと思うんだよ」と。Y君は自分の事として、この問題を引き
受けていました。�

振り返りのカードにこう記したY君。「我慢の限界を超えて・・・」と人間的な未熟さを学級全体にさらけ出
していきます。おそらく、こうした未熟さをさらけ出せる出会いが、この学級の中で生まれているのではないか。
お互いの未熟さを認め合うところから教育が成り立つという歩みが見えてくるのです。信頼しようと思い、でも
裏切られ、しかし自分の心の中にある弱さにも向き合いながら、粗野に行動してしまった自分を見つめ続けて
きたY君だからこその振り返りです。今、共に暮らしている仲間たちに「安心して向き合える心のつながり」を感
じ始めた日々。中学校で出会った仲間や先生との出会いの中で芽生えてきた「信じることで成り立っている仲
間との暮らし」という意識。人は信じることで前に進める・・・そんな気持ちに支えられながら手を挙げたY君。�
「同じ気持ちの人がたくさんいれば、一人にならないと思うんだよ〜」�の「同じ気持ちの人が」とは、差別的な
言葉に下を向きながら耐えている外国人の辛さに優しさという強さでぶつかっていった主人公への共感をさし
ています。そこに自分を重ねたであろうY君の人間的な成長の一瞬。
そして、その成長は、担任教師の成長に、共に暮らす仲間たちの成長に深く結びついていくと

思うのです。共に暮らす教室の仲間という存在。子どもと子どもの生活の只中に、小さな事実として煌めく
ような言葉や姿が見えてくるのです。
「学校は勉強するところ」という意識が強く根付いてしまっています。結果主義やレッテルをはるような在り方
はトラブルを生み出し、子どもたちを生かすことには結局つながっていません。

学校とは、まずは「仲間と共に、暮らしを生み出していく場」。そして「当たり前のようにやっていることの
意味を考え、掘り下げ、人として生きるために大事なことを探す場」という学校の在り様が問われていると�
思うのです。

□■他郡市授業参観から□■ 

言ったことに対して言い返されてしまうという問題なんだけれども、同じ気持ちの
人がたくさんいれば、一人にならないと思うんだよ。言えば、一緒の人が増えていくんじゃないの。

〔振り返りカード〕小学校で相手の行動がきっかけなのに悪口を言われたこともあった・・・でも我慢の限界
を超えて、相手に悪口を言い返していた。殴られたら殴り返していた・・・そういうことをいっぱい経験して
きた。いけないと思って我慢することもたくさんあったけれど・・・我慢しきれない「悔しい」自分の心があった。
中学にきて、クラスの仲間に出会って、今の自分を乗り越えたい・・・ とすごく思うようになった。

コンビニでの出来事。商品が見つからないことに苛立つおばさん。レジの前 
で外国人の店員さんに向かって「日本語も店の事も分からないんでしょう」と 
罵るような言葉を浴びせるおばさん。そのおばさんに注意するか、しないかに 
ついて、葛藤する主人公について話し合う場面です。

先生が
　居てくれるから
　　　がんばれる
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人権が尊重される社会 人権だより 社会教育人権政策係　88－8416

教育委員会

「第46回人権を考える町民大会」が開催されます
人権週間（12月4日〜 10日）に併せて「第46回人権を考える町民大会」を12月2日(土)午後1時から、

老人福祉センターにて開催いたします。今回の講師は、長野県視覚障害者マラソン協会名誉会長の保
科清さんです。

保科さんは、網膜色素変性症のために、視力を失ってしまいました。多くの課題があったにもかか
わらず、43歳から始めたジョギングが伴走者をはじめ多くの人々の支えにより、シドニーパラリン
ピックに出場、さらにアテネ大会では5位に入賞されました。現在も年間約10レースに参加し、毎日
平均2 〜 3時間を走るトレーニングを行うなど、精力的な活動を続けています。12月2日に開催する
人権を考える町民大会では、「夢をあきらめない〜継続は力なり〜」と題し、保科さんが競技等で得た
素晴らしい出会いや、苦境に立たされた時に支えらえた言葉などの体験をもとに、障がい者の人権に
ついて講演していただきます。多くの皆さまにお聞きいただきたい内容です。ご来場をお待ちしてお
ります。

この講演を、「人権」について考える機会としていただき、お互いの人権を尊重し、つながり・支え
合い・共に生きる温かなまちづくりを目指すきっかけとしていただければ幸いです。

保科清さんのプロフィール
1999年　長野県視覚障害者マラソン協会設立　副会長に就任
2000年　シドニーパラリンピック　出場
2004年　長野県視覚障害者マラソン協会　会長に就任
2004年　アテネパラリンピック　出場　（5位入賞）
2016年　長野マラソン視覚障がい者の部（B1）　優勝
2023年　長野県視覚障害者マラソン協会　名誉会長に就任
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